
北海道農業に限りない愛情を注ぎ、
たゆまぬ努力を続ける人々がいます。
農業の未来を創造する「北の農業人」の
情熱や取り組みをご紹介します。
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●宗形さんは30年にわたり、主に
水稲の品種改良に従事してきま
した。「北海道農業を支えてきた
技術と精神を次代に伝え、伝統
を引き継ぐことも私の大切な役割
だと思っています」
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●上川農業試験場ではドローン技術の
新たな応用方法など、外部の企業とも
連携しながら農作業の省力化と効率化
を図る研究にも取り組んでいます。

●この水田では冷たい水を流し続ける
ことで寒冷な条件をつくり、寒さに強い
稲を選抜しています。
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●刈り取った稲は種類ごとに分け、
昔ながらのはさ掛けにして干して
いきます。

●水稲グループでは、毎年60種以上の交配と数十万株の栽培を行っています。多品種を少量ずつ
栽培するため機械化できず、田植えから稲刈りまでのほとんどを手作業で行っているそうです。

●10月初めの圃場では稲の
刈り取りが終盤にさしかかっ
ていました。
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